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令和５年度 一般財団法人たかのす福祉公社 事業報告書 

 

一般財団法人たかのす福祉公社 

 

 

本事業報告は令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの期間を対象にしている。また、

当期においては、令和４年度事業報告及び決算処理、公益目的支出計画実施報告等の重要手続き

については、滞りなく事務処理を進めることができた。 

 

 

Ⅰ 法人の概況 

１ 設立年月日：平成１０年１２月２４日設立 

  （平成２４年１０月１日付、一般財団法人たかのす福祉公社として移行登記） 

 

２ 定款に定める目的及び事業 

当法人は、ノーマライゼーションの理念に基づく豊かな地域社会の形成に寄与することを目的 

とし、北秋田市や各関係機関との連携を図り、自立した日常生活及び療養生活を営む上で支援を

必要とする者の生活の質の向上と、地域における認知症ケア体制及び地域医療体制の充実を図る

ため、これに関する相談助言・情報提供事業、地域交流、調査研究事業及び介護技術等研修事業

を行うとともに、次に定める各事業を実施する。 

 （１）介護従事者の育成に関する研修及び地域介護講座等の介護技術等研修事業 

 （２）医療、福祉、介護等に関する相談助言・情報提供事業及び地域交流事業 

 （３）食の自立支援事業（配食サービス事業）、要介護認定調査事業及び介護予防ケアマネジ

メント業務等の受託 

 （４）障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

 （５）介護保険法及び健康保険法等に基づく介護・看護サービス事業 

 （６）介護用品貸与及び販売、弁当等の外販、保険外ヘルパーサービス等の有償福祉サービス

事業 

 （７）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

３ 所管官庁に関する事項  秋田県 健康福祉部 長寿社会課 

 

４ はぁとサポーター会員登録者数 

会 員 区 分 会 員 数 

普 通 会 員 ９１名 ＜増減なし＞ 

特 別 会 員 １団体 ＜増減なし＞ 

 

５ 主たる事務所の状況 

  秋田県北秋田市大町８番２３号 
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６ 役員等に関する事項（理事３名、監事１名、評議員６名）    （令和６年３月３１日現在） 

役 職 氏 名 常勤・非常勤 担当職務・現職等 

理 事 長 松 橋 雅 子 非常勤 
設計室主宰 建築士 

会計責任者 

常務理事 近 藤 テイ子 常 勤 
フードセンターたかのす 施設長 

法令遵守責任者（障害福祉） 

理  事 佐 藤 ムツ子 非常勤 
地域市民団体関係者 

行政に関する知識を有する者 

監  事 桜 庭 秀 孝 非常勤 
農業 

元鷹巣町農業協同組合常務理事 

評 議 員 佐々木 孝 夫 非常勤 
元社会福祉法人役員 

行政に関する知識を有する者 

評 議 員 鈴 木 静 子 非常勤 
自営業 

地域市民団体関係者 

評 議 員 成 田 京 子 非常勤 
自営業 

地域市民団体関係者 

評 議 員 成 田 元 晴 非常勤 
農業、元病院事務局長 

行政に関する知識を有する者 

評 議 員 檜 森 正 太 非常勤 
会社役員 

地域市民団体関係者 

評 議 員 堀 部  健 非常勤 
鍼灸師 

保健医療に関する知識を有する者 

 

７ 職員に関する事項                     （令和６年３月３１日現在） 

職 員 身 分 人 数 増 減 

男性 
正職員 

臨時職員等 

３名 

１名 

－２名 

 

女性 
正職員 

臨時職員等 

１０名 

６名 

＋１名 

－２名 

合 計  ２０名 －３名 

 

８ 許認可に関する事項 

なし 

 

Ⅱ 事業の実施状況 

【 実施（継続）事業について 】 

介護従事者の育成に関する研修等及び地域介護講座等の介護技術等研修事業 

地域介護講座を１１月１７日に「北秋田市民ふれあいプラザコムコム」で開催した。 

なお、医療介護セミナーは諸般の事情により実施しないこととした。 

（１）地域介護講座について 

テーマ 「介護保険外のヘルパー利用について」 

書面配布先 ：サービス利用者、はぁとサポーター、町内会 各位 

 

医療、福祉、介護等に関する相談助言・情報提供事業及び地域交流事業 

相談助言・情報提供事業は「はぁとだより」を令和５年４月と１０月に発行をした。内容は、

理事長あいさつ、はぁとガーデンの植栽の様子、サポーター会員の状況、寄付、寄贈の情報、各
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事業所の様子とし、地域の皆様やはぁとサポーターの皆様に情報提供を行った。 

地域交流事業は、はぁとサポーターや地域の住民や近隣の方に参加していただき、令和５年６

月に「はぁとガーデン」の植栽を実施し、街の一角の緑化の推進、ならびに世代間交流の場を提

供した。 

 

【 障害福祉サービス事業について ］ 

食の自立支援事業（配食サービス事業の受託）の実施 「フードセンターたかのす」 

（１）総合評価 

地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等との連携を図り、また、利用者一人ひとりの多 

様なニーズに対応することにより、配食サービスを提供することができた。今後も、関係機関と 

の更なる連携強化により、利用者のニーズに応え、確保に努めていく。また、学校給食センター 

との話し合い、情報共有を図り、衛生管理の徹底に努めた。 

 

（２）事業の実績 

・月別平均利用者数：２７．８名  前年２７．７名 ＜＋０．１名＞ 

・年間合計食数：１０,１９１食  前年１０，１６７食 ＜＋２４食＞ 

・１日平均食数：２８食  前年２８食 ＜増減なし＞ 

 

就労継続支援Ｂ型事業の実施 「フードセンターたかのす」 

（１）総合評価 

北秋田市との指定管理者基本協定に基づき、適正な施設管理に努めた。 

今年度は、新たに４名の通所開始、１名の退所がおり、年度末の登録利用者は２０名となった。

今後も引き続き、利用者の能力に応じた作業の提供や通所利用者の安定的な人員確保に努めてい

く。 

北秋田市や北秋田市自立支援協議会、北秋田市障害者生活支援センター等の関係機関との連携、

情報共有を図り、今後も就労支援等に努めていく。また、配食サービスに係る作業のほか、弁当

販売、ラーメン・まんまの受注販売等において、利用者の地域での活動機会を確保できた。 

 

（２）事業の実績 

令和６年３月３１日現在 通所利用者登録数：２０名（定員は２０名） 

 

（３）令和５年度 外部研修等 

令和５年４月  秋田県社会就労センター協議会理事会 

 秋田県社会就労センター協議会総会・施設長等セミナー  

5 月 秋田県社会就労センター協議会職員研修会(オンライン) 

 秋田県社会就労センター協議会理事会・共同受注拠点担当者会議  

 林野庁スギネット講演会  

６月 苦情解決状況報告会・虐待防止委員会 

 北秋田市障害児・者総合支援協議会 
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 はぁとガーデン植栽 

7 月 第 2 回秋田県社会就労センター協議会理事会・共同受注拠点担当者会議  

 秋田県農福連携会議 

 比内支援学校たかのす校進路後援会 

 秋田県社会就労センター協議会工賃向上セミナー 

8 月 秋田県社会就労センター協議会事業所見学会  

9 月 第 2 回秋田県地域福祉推進委員会  

10 月 苦情解決状況報告会・虐待防止委員会 

 障害者理解促進事業者向け研修会 オンライン  

 福祉事業所の商品・サービス紹介イベント（商談会） 

11 月 北秋田市障害児・者総合支援協議会就労支援部会 

 秋田県地域福祉推進委員会  

 秋田県農福連携推進セミナー 

 障害者就労支援事業所への受発注拡大に係る県北秋田ネットワーク会議  

12 月 秋田県地域福祉推進委員会 

 障害者虐待防止権利擁護研修 オンデマンド  

令和６年 1月 第 2 回秋田県農福連絡会議  

 地域福祉推進委員会  

2 月 全国生産活動・就労支援部会職員研修会 オンデマンド 

 障害者虐待防止・権利擁護職員研修会上級編 WEB 

3 月 第 3 回秋田県社会就労センター協議会理事会・共同受注拠点担当者会議  

 第 4 回秋田県社会就労センター協議会理事会  

 農福連携推進東北ブロックセミナー オンライン  

 協力医から情報提供による勉強会 

 

【 介護・看護サービス事業について 】 

訪問看護事業の実施 「訪問看護ステーションはぁと」 

（１）総合評価 

 主治医との連携強化が図れ、難病患者の受け入れと終末期ケアを実施し、自宅にての看取りを 

 おこなうことができた。 

 難病患者への連日訪問と頻回訪問は職員の学習力の向上と技術力の向上に繋がっている。 

 コロナウイルス感染者との濃厚接触者となった職員の健康被害はなかったが、訪問の調整を強

いられた年度となった。 

 

（２）事業の実績 

◎介護保険 

・利用者延べ数：３８４名  前年４９７名（介護予防含む） ＜－１１３名＞ 

・月別平均利用者数：３２名  前年４１．４名 ＜－９．４名＞ 

・年間訪問延べ回数：２,１９６回  前年２,５２０回 ＜－３２４回＞ 
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・月別平均訪問延べ回数：１８３回  前年２１０回 ＜－２７回＞ 

◎健康保険等 

・利用者延べ数：５５名  前年６６名 ＜－１１名＞ 

・月別平均利用者数：４．６名  前年５．５名 ＜－０．９名＞ 

・年間訪問延べ回数：７３４回  前年１,０１１回 ＜－２７７回＞ 

・月別平均訪問延べ回数：６１回  前年８４．３回 ＜－２３．３回＞ 

 

（３）外部研修等 

令和６年 ２月：北秋田市自立支援型地域ケア会議 １名 

 

居宅介護支援事業の実施 「居宅介護支援事業所はぁと」 

（１）総合評価 

北秋田市居宅連絡会への参加を通じて、地域包括支援センターや他の居宅介護支援事業所との

情報交換や連携及びケアマネジメントの向上を図る事ができており、今後も参加を継続していき、

スキルアップに取り組んでいく。 

職員応募がない事が続いていることに関しては、他居宅介護支援事業所と比べると待遇面で差

がある事も要因と思われる。また、組織内での介護支援専門員の資格を所得する職員もなく体制

の強化が図れずに経過している事への課題が解決されていない。 

令和５年度は主任介護支援専門員更新研修があり、無事に終了することが出来た。（令和６年

度は更新研修の対象者はなし） 

令和６年度は介護保険制度改正となっており、改定事項等への理解に努めていく。 

（２）実績報告 ※＜ ＞は前年度比 

 ・利用者延べ数（介護給付）７８０名  前年７８２名 ＜－２名＞ 

（介護予防）１４８名  前年１３３名 ＜＋１５名＞ ケアマネジメント含 

（認定調査）６５名  前年７９名 ＜－１４名＞ 

・月別平均利用者数（介護給付）６５．０名  前年６５．１名 ＜－０．１名＞ 

（介護予防）１２．３名  前年１１．０名 ＜＋１．３名〉 ケアマネ

ジメント含 

（認定調査）５．４名  前年６．５名 ＜－１．１名＞ 

 

（３）外部研修等 

令和５年 ９月：主任介護支援専門員更新研修（オンライン） １名 

令和６年 １月：北秋田市介護支援専門員研修（オンライン） ２名 

 

福祉用具貸与及び福祉用具、介護用品の販売事業の実施 「福祉用具レンタルセンターはぁと」 

（１）総合評価 

希望に応じて必要な福祉用具の貸与及び販売と介護用品の販売をとおして在宅生活を支援す

ることができた。 

なお、令和６年３月３１日をもって「福祉用具貸与事業」及び「福祉用具、介護用品の販売事

業」は廃止した。 
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（２）事業の実績 

◎福祉用具貸与利用者 

・利用者延べ数：７０７名  前年７４７名（介護予防含む） ＜－４０名＞ 

・月別平均利用者数：５８．９名  前年６２．３名 ＜－３．４名＞ 

◎福祉用具、介護用品の販売点数 

・販売点数：１８８点  前年３８１点 ＜－１９３点＞ 

（うち特定福祉用具１４点  前年２０点 ＜－６点＞） 

 

（３）外部研修等 

なし 

 

訪問介護事業の実施 「ヘルパーステーションはぁと」 

（１）総合評価 

利用者やその家族が、安心して在宅生活を継続することが出来るよう、利用者個人の生活スタ

イルを大きく変えない形でのサービス提供に努めた。 

また、体調に変化が見られた際には、すみやかに関係機関との連携を図り、在宅生活を続ける

事ができるように支援した。 

実績面では目標数値にほど遠く、安定した実績とならなかったため、随時新規利用者の獲得に

向けた取り組みをしていく。 

 

（２）事業の実績 

・利用者延べ数：３７１名  前年３６６名（介護予防含む） ＜+５名＞ 

・月別平均利用者数：３０．９名  前年３０．５名 ＜+０．４名＞ 

・年間訪問延べ回数：４,８２２回  前年５,２９６回 ＜－４７４回＞ 

・月別平均訪問延べ回数：４０１回  前年４１１回 ＜－１０回＞ 

 

（３）外部研修等 

  令和５年１１月 令和５年度北秋田市地域医療連携センター運営協議会 

 

【 有償福祉サービスについて 】 

介護用品貸与事業の実施 「福祉用具レンタルセンターはぁと」 

（１）総合評価 

介護保険外サービスとして、希望に応じて必要な福祉用具をレンタルし、軽度者や要介護認定

を受けていない方の在宅生活を支援することができた。 

なお、令和６年３月３１日をもって「介護用品貸与事業」は廃止した。 

 

（２）事業の実績 

・利用者延べ数：５９名  前年９４名 ＜－３５名＞ 

・月別平均利用者数：４．９名  前年７．８名 ＜－２．９名＞ 
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ふとん消毒乾燥サービスの実施 「福祉用具レンタルセンターはぁと」 

（１）総合評価 

地域の住民が衛生的で快適な寝具を使用して生活ができるよう、布団、毛布、マットレス等を

消毒乾燥するサービスを実施した。 

なお、令和６年３月３１日をもって「ふとん消毒乾燥サービス」は廃止した。 

 

（２）事業の実績 

・利用者延べ件数：６件  前年９件 ＜－３件＞ 

・月別平均件数：０．５件  前年０．８件  ＜－０．３件＞ 

 

 

弁当等の外販の実施 「フードセンターたかのす」 

（１）総合評価 

「おとどけ・まんま」、「おたすけ・まんま」の販売に加えて、週２回の「にこにこ弁当」の当

日販売や事前予約の「日替り弁当」の販売等については、目標とする販売実績を若干下回った。

その他、クリスマスチキン等受注販売等に積極的に取り組んだ。 

 

（２）事業の実績 

◎おとどけまんま 

・延べ提供数：４，７３１食  前年５，７０７食 ＜－９７６食＞ 

・月別平均食数 ：３９４食  前年４７６食 ＜－８２食＞ 

◎日替り弁当 

・延べ提供数：２，０１７食  前年２，３２２食 ＜－３０５食＞ 

・月別平均食数：１６８食  前年１９３．５食 ＜－２５．５食＞ 

◎にこにこ弁当 

・延べ提供数：２，４５９食  前年２，４９１食 ＜－３２食＞ 

・月別平均食数：２０５食  前年２０８食 ＜－３食＞ 

 

 

保険外ヘルパーサービスの実施 「ヘルパーステーションはぁと」 

（１）総合評価 

ニーズのある事業ではあるが、実績に結びつかなかった。 

介護保険事業をメインとしているため、大幅な実績アップは望めないが、周知を図っていく。 

 

（２）事業の実績 

・利用者延べ数：４９名  前年７３名 ＜－２４名＞ 

・月別平均利用者数：４名  前年６名 ＜－２名＞ 

・年間訪問延べ回数：８６回  前年２４１回 ＜－１５５回＞ 

・月別平均訪問延べ回数：７回  前年２０回 ＜－１３回＞ 
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Ⅲ 重要な契約に関する事項 

 当期に契約した重要な契約に関して記載すべき事項はない。 

 

 

Ⅳ 理事会及び評議員会等に関する事項 

 当期に開催した理事会及び評議員会の開催日及び議案内容は以下のとおりとする。 

◇理事会 

開 催 日 議 案 内 容 

令和５年 ６月１４日 ・理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

・令和４年度事業報告書（案）、決算書（案）、公益目的支

出計画実施報告書（案）の承認について 

・理事候補者、監事候補者の選任（案）について 

・定時評議員会の開催（案）について 

令和５年 ６月３０日 

 

・理事長及び常務理事の選任について 

令和５年 ９月２２日 

 

・臨時職員等の賃金の改定について 

・今年度の正味財産増減見込みについて 

令和５年１２月１１日 

 

 

 

・理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

・令和５年度中間決算書の報告について 

・令和５年度第１次補正予算（案）について 

・臨時評議員会の開催（案）について 

令和６年 ２月 ６日 

 

 

・介護保険事業所（福祉用具レンタル販売、訪問看護）の

廃止（案）について 

令和６年 ２月１５日 ・介護保険事業所（福祉用具レンタル販売）の廃止（案）

について 

令和６年 ３月１３日 

 

 

 

・「介護職員処遇改善支援補助金」について 

・令和６年度事業計画書及び収支予算書（案）について 

・就業規則改正（案）について 

・臨時評議員会の開催（案）について 

 

◇評議員会 

開 催 日 議 案 内 容 

令和５年 ６月３０日 ・理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

・令和４年度事業報告書、公益目的支出計画実施報告書に 

ついて 

・令和４年度決算書類（案）の承認について 

・理事候補者、監事候補者の選任（案）の承認について 

令和５年１２月２５日 ・理事長及び常務理事の業務執行状況の報告について 

・令和５年度中間決算書の報告について 

・令和５年度第１次補正予算書（案）の承認について 

令和６年 ３月２７日 

 

・事業廃止の報告について 

・介護職員処遇改善支援補助金について 

・令和６年度事業計画書及び収支予算書（案）について 

・就業規則改正（案）について 

・役員選任について 
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◇会計及び業務監査 

開 催 日  内 容 

令和５年 ６月 ６日 

 

・令和４年度会計及び業務監査並びに公益目的支出計画実

施報告書に関する監査 

令和５年１１月２１日 ・中間決算監査 

 

 

Ⅴ 収支及び正味財産増減の状況並びに財産状態の推移 

平成２４年１０月１日より公益法人会計基準（平成２０年４月１１日 平成２１年１０月１６

日改正 内閣府公益認定等委員会）を採用している。 

 
    （単位：千円） 

事業年度 
令和２年 

3 月期 

令和３年 

3 月期 

令和４年 

3 月期 

令和５年 

3 月期 

令和６年 

3 月期 

前期繰越収支差額 11,288 15,638 19,212 25,404 25，061 

当期収入合計 153,040 148,535 139,789 128,769 134，164 

当期支出合計 148,690 144,961 133,598 129,112 131，445 

当期収支差額 4,350 3,574 6,191 △342 2，719 

次期繰越収支差額 15,638 19,212 25,404 25,061 27，780 

資産合計 152,151 151,275 154,735 156,683 150，611 

負債合計 96,446 90,775 86,032 87,032 77，768 

正味財産 55,705 60,500 68,703 69,651 72，842 

 

 

Ⅵ 法人の課題等 

 ここ数年必要な職員の確保に苦戦をしている状況であり、従来の採用方法に加え新たな採用方

法も検討、取り入れていく必要がある。 

 来期以降も予算収益の確保、費用支出の管理に努め、安定経営を行いながら地域で一番利用者

さんに選ばれ、愛される法人を目指していくことが求められる。 


